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設計コンセプト

完成に寄せて

地域の技術・力結集し建築
城南信用金庫理事長　林　稔

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　９月１９日　（金曜日）

大会議室

展示スペース

隣地借りスペース確保、夜間・道路上作業を削減

城南信用金庫フロア 城南信用金庫エントランス

■建　物　名：ＪＳ新横浜ビル
■建　築　主：城南信用金庫
■所　在　地：横浜市港北区新横浜２－４－、
■設計・監理：フジタ一級建築士事務所
■施　　　工：フジタ
■構　　　造：Ｓ造

■階　　　数：階建て塔屋１階
■敷　地　面　積：，㎡
■建　築　面　積：，㎡
■延　床　面　積：，㎡
■工　　　　期：年月１日～年８月日

写真提供：フジタ（プライズ）
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壁面後退生かし
表情異なるファサードに

　本計画地は高度利用地区に指定されているため、
周囲を上回る建物高さを確保できる利点を最大限に
生かしました。高層部はＰＣカーテンウオールとア
ルミカーテンウオールを連続して配置し縦ラインを
強調した外装とすることで、ランドマーク性を高め
ています。

　また、「新横浜駅北部地区街づくり協議指針」に
より道路境界線から高さ．ｍ以内の範囲を約３ｍ
以上壁面後退する必要がありました。この条件を積
極的に生かし、１、２階の外壁をセットバックして
花こう岩張り仕上げとすることで、高層部と表情が
異なる重厚感のあるファサードとしています。１、
２階は城南信用金庫さまの店舗、３階以上は貸テナ
ントオフィスであり、ファサードの切り替えは内部
の用途にも応じています。
　オフィスは、各フロアを将来的に分割可能とする
マルチテナント仕様としており、フレキシビリテ
ィー性の高い計画としました。環境性能面では「ZE
B Ready」および「CASBEE建築（新築）Ａラン
ク」を取得。高効率設備機器などの省エネ技術の導
入により、環境負荷の低減を実現しています。
　非常用発電機や防潮板の設置などBCP対策を講
じ、災害時でも安心して利用できる、安全性の高い
建物を計画しました。

　フジタ一級建築士事務所

　城南信用金庫が、旧新横浜支店跡地（横浜市
港北区）で建設していた「ＪＳ新横浜ビル」が
完成した。階建ての建物の１、２階に同金庫
の新横浜支店を設け、３階以上を賃貸オフィス
とした。内装では、支店１階のエントランス壁
面に京都の職人による手染め装飾和紙を採用。

同金庫のコーポレートマークである梅の花をモ
チーフとした陶板タイルをアクセントとしてあ
しらった。環境性能を高めたほか、災害時に帰
宅困難者の一時滞在施設として機能するなど地
域の安全・安心に貢献する施設を目指した。設
計・施工はフジタが担当した。

　新横浜エリアは近年、再開発や新たな鉄道網の整備により、ますます発展を遂げております。当
金庫は、地域金融機関として「地域と共に生きる」ことを理念に掲げ、これまでも地域の皆さまと
共に歩んでまいりました。今回の建て替えにあたっては、単なる店舗機能の更新にとどまらず、横
浜市の街づくりや地域社会の発展に貢献できる建物を目指しました。

地元企業との連携による建築工事
　本建築工事には、地元の企業を積極的に採用し、地域の技術と力を結集して進めてまいりました。
特に、建築会社であるフジタ様のご協力があってこそ、地元企業との連携による工事が実現いたし
ました。
　さらに、信用金庫業界の全国ネットワークを活用し、他地域で生産された優れた商材も積極的に
導入することで、地域の枠を超えた連携と品質向上を図りました。これにより、地域経済の活性化
のみならず、全国の信用金庫ネットワークの強みを生かした新たな価値創出にもつなげることがで
きたと考えております。

新横浜支店とともに入居する地元企業
　また、新横浜支店とともに新店舗へ入居するのは、地元で活躍する企業です。これにより、地域
のネットワークがさらに強化され、地元企業同士の連携や新たなビジネスチャンスの創出にもつな
がることを期待しています。
　新店舗は、環境省が推奨する「ZEB Ready」認証や建築環境総合性能評価システム「CASBEE建
築（新築）Ａランク」を取得し、環境性能に最大限配慮した設計となっております。これからも、
高効率設備機器の導入や生物多様性への配慮、再利用可能な部材の採用など、持続可能な社会の実
現に向けた取り組みを積極的に進めてまいります。
　さらに、災害時には帰宅困難者の一時滞在施設としても活用できるよう備えており、地域の安全
・安心にも貢献できる施設となりました。
　地域の企業とともに築き、地域の未来を支える新たな拠点として、これからも皆さまと歩んでま
いります。
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